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計算を制する者は国試を制する！
第107回薬剤師国家試験へ

向けた計算問題対策
　薬剤師国家試験（以下、国試）では、多くの科目で計算問題が出題されてお
り、例年20題ほどの出題であったが、106回国試では26題と増加した。106
回国試の計算問題の正答率には、下のグラフに示す通り、科目によりバラツキ
があった。また、出題形式別での計算問題における平均正答率は、必須問題
85.0％、理論問題59.2％、実践問題76.1％であった（計算問題全体での平均
正答率は65.3％）。これから107回国試に向けて勉強を始める方は、まずは必
須問題などのように正答率の高い問題から解けるようにしていきましょう。

■科目別の計算問題の傾向

物理：ＡＥＤなどの医療へつながる計算問題、正答率40～59％の理論問
題が増加した。
薬剤：例年通り、薬動学の範囲を中心に、正答率60～79％の難易度が頻
出であった。
実務：例年通り、散剤・液剤の計算などが出題され、正答率も80％付近
の問題であった。

　衛生で１問出題された計算問題（参考正答率75%程度）は、コロナ感染症が
蔓延している中で実施された106回国試において話題性のある問題で、必要換
気量や必要換気回数の基本的な公式を用いて「行われた換気に対して、この部
屋に在室可能な最大人数」を求める内容であった。
　また、同じく１問出題された治療の計算問題（参考正答率40％程度）は、
臨床研究の結果に基づいて、治療必要数（ＮＮＴ）、絶対リスク減少（ＡＲＲ）、
相対リスク減少（ＲＲＲ）を求める内容であった。臨床研究の結果の主なパラ
メータに関しては、近年の国試で問われることが多くなっているため、計算の
手法を確認しましょう。
　計算問題を得点するためには、既出問題を暗記して解くだけでなく、式や

　物理

第106回国試　問201（参考正答率24％　解答番号４）
　60歳男性が処方箋を持ってかかりつけの薬局を訪れた。処方箋を受付
に渡そうとしたところ、男性は胸を押さえながら床に倒れた。男性に意識
はなく、正常な呼吸も確認できなかった。薬剤師は、同僚に119番通報及
び自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の手配を依頼し、ＡＥＤの到着まで胸骨
圧迫を開始した。なお、心肺蘇生は日本蘇生協議会ガイドライン2015に
基づいて実施した。
　この傷病者に用いたＡＥＤの１回の電気パルスの平均電圧は1000Ｖ、
平均電流は15Ａ、通電時間は10m sであった。１回のパルスが傷病者に与
える仕事の大きさに最も近い値はどれか。１つ選べ。傷病者に取り付けた
電極間の抵抗は67Ωとする。
１　2.2mJ　　２　150mJ　　３　2.2Ｊ　　４　150Ｊ　　５　223Ｊ

■出題の特徴とアドバイス

　本設問は、ＡＥＤのパルスが与える仕事量（エネルギー）を計算する問題で
あり、解答するために中学・高校の理科の知識を必要とする問題です。
　物理では、「反応速度」「酸と塩基」「物理平衡」「容量分析」の各小項目で計
算が頻出です。まずは既出問題を解くことから勉強を開始し、頻出範囲の「単
位に関する基礎知識をつける」「頻出の公式を覚える」ができたら、次は、「公
式の意味」など内容の理解を進めましょう。

　薬剤

第106回国試　問174（参考正答率67％　解答番号５）
　肝代謝のみで消失する薬物400mgをヒトに単回静脈内投与した際、図に
示す血中濃度推移が得られた。この薬物の体内動態は線形性を示し、経口
投与時に門脈血中に移行する割合は100％である。この薬物を反復経口投

問題の内容を理解することを意識
して学修しましょう。以下に、特
に計算問題の出題が多い物理、薬
剤、実務について、106回国試の
具体的な出題を示します。これか
ら、国試に向けて計算問題の勉強
を始めるための参考にしてみてく
ださい。
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